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紀伊半島におけるオギ遺伝資源の探索・収集
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Summary

To obtain breeding materials for biomass production, Miscanthus sacchariflorus were searched and collected 
along the main rivers in the Kii Peninsula in November 2019, and their genetic resources were obtained. A total of 10 
clones were collected in Wakayama, Nara, and Mie, where natural M. sacchariflorus populations were found at riversides 
and riverbeds.
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摘要
　2019 年 11 月に紀伊半島の主要河川において，バイオマス利用を目的とする植物の育種素材としてオギ

（Miscanthus sacchariflorus）遺伝資源の探索収集を行った．和歌山，奈良，三重の 3 県において，合計 10 点を
収集し，いずれも河川敷や川沿いにおいて自生集団が認められた．
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目的

　農林水産省は，令和元年のバイオマス産業都市

構想の対象として，全国で 7 市町を選定している（農

林水産省 2019）．その中の一つに選定されている栃

木県さくら市では，農研機構と国際農林水産業研

究センターが共同育成した草本系バイオマス作物
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エリアンサス（Erianthus arundinaceus）の新品種「JES 

1」をペレット燃料し，市内の温泉施設のボイラー

燃料として利用している（農研機構 2017）．さくら

市は，エリアンサスを耕作放棄地などに作付して

生産を増やし，温泉施設や給食センターなど公共

施設への燃料利用を拡大するとともに，生ごみな

ど他の原料と合わせてバイオガス化して発電する

など，エリアンサスの利用を中核とした地域循環

型社会の構築を目指している（農林水産省 2019）．

このように，わが国における草本系バイオマス利

用は，農山漁村における再生可能エネルギーの地

産地消の取り組みを主体として進められている．

　わが国では，熱帯アジア原産で温暖地から暖地

に適するエリアンサスが先行して利用されている

が，欧米では温暖地から寒地に適するジャイアン

トミスカンサス（Miscanthus x ginanteus）のバイオ

マス利用が進んでいる．ジャイアントミスカンサ

スは，オギ（M. sacchariflorus (Maxim.) Franch.，四

倍体）とススキ（M. sinensis Andersson，二倍体）

との種間雑種（三倍体）で，ヨーロッパやアメリ

カの各地で栽培試験が行われ，バイオマス生産性

が高いことが報告されている（Lewandowski et al. 

2000）．ヨーロッパでは，1980 年代にドイツにお

いてジャイアントミスカンサスのバイオマス利用

についての研究が始まり，1990 年代から EU やイ

ギリスを中心としたプロジェクトとして，ジャイ

アントミスカンサスを含む Miscanthus 属のバイオ

マス利用に関する研究を各国が共同で進め，収量

性や環境耐性，成分等の特性解明に取り組んでい

る（Heaton et al. 2010）．その中で，ジャイアント

ミスカンサスは収量性に優れるが耐乾性が劣るこ

とが明らかとなり，イギリスを中心に耐乾性の改

良を育種目標の一つとして新規系統の育成が進め

られている（Clifton-Brown et al. 2001）．新規系統

の育成においては，わが国を中心とする東アジア

で収集した遺伝資源の特性評価とその SSR マー

カーによる分類により育種母材を選抜し，耐乾性

に優れる栄養繁殖性のミスカンサスハイブリッド

（Miscanthus hybrid）系統を育成している（Clifton-

Brown et al. 2001）．また，イギリスの Miscanthus 属

専門の種苗会社 Terravesta は，栄養繁殖性ミスカン

サスハイブリッド品種「Athena」を育成している．

この品種は，既存のジャイアントミスカンサスの 2

倍の収量性を示し，灰分含量が低くクリンカ（燃

焼灰の溶けた塊り）の発生が少ないというボイラー

燃料として優れた特性を持つ（Terravesta 2020）．こ

の品種の来歴は不明であるが，地下茎により増殖

を行うことから，オギとススキの雑種と推察され

る．ヨーロッパでは，ドイツやオーストリア，オ

ランダなどにおいてジャイアントミスカンサス専

門の会社や生産組合が設立され，ペレット燃料や

家畜の敷料としての生産利用が事業化されている．

　イギリスの生物，環境および農村科学研究所 

(IBERS) は，バイオマス向け Miscanthus 系統を育成

するための素材として，2006 年に日本や中国，台

湾においてススキ等 Miscanthus 属遺伝資源を 303

点収集している（Huang et al. 2019）．日本は，スス

キやオギ等 Miscanthus 属の原産地であり，北海道

から九州，沖縄まで多様な遺伝資源が存在してい

る．わが国は，Miscanthus 系統の育成においては多

様な Miscanthus 属遺伝資源を有するという点で他

国より優位であり，これらを活用して高バイオマ

ス系統を育成することができれば，わが国のバイ

オマスの利用拡大だけでなく，欧米での品種登録

と販売の可能性もある．Miscanthus 属は，欧米で

は外来種となることから，栽培利用に際しては雑

草化を防止する必要がある．また，わが国では原

産地の異なる Miscanthus 属系統の導入は，交雑や

種子の飛散によって地域の自生集団に対して遺伝

的攪乱が発生する可能性が指摘されている（早川 

2017）．そのため，Miscanthus 属のバイオマス利用

においては，花粉稔性が無く種子を形成しないジャ

イアントミスカンサスなど三倍体雑種の利用が求

められる．

　現在利用されているジャイアントミスカンサス

系統「Illinois」は，英国キュー植物園で保存され

ている登録番号 ‘1993 ‐ 1780’ を株分けして増殖し

たもので，ドイツ（Clifton-Brown and  Lewandowski 

2000）やカナダ（Peixoto et al. 2015）において，耐

凍性がススキやオギより劣ることが報告されてお

り，北海道における試験でも北海道由来のオギお

よびススキより耐凍性が劣った（眞田ら 2017a）．

「Illinois」は，夏季の気象条件が良好な北海道の道

央や十勝地域では十分な生産性を示すが，夏季が
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冷涼な道東や道北では生育が不良で越冬性が劣る

ことが明らかになっている（奥村ら 2016）．道北や

道東でも栽培可能な低温伸長性と越冬性に優れる

三倍体雑種系統の育成においては，寒地に適応し

た北海道由来のオギおよびススキが育種素材とし

て有望である．しかし，北海道のススキは本州以

南のススキに比べてバイオマス生産性が低いこと

が明らかになっており（Anzoua et al. 2015），越冬

性に優れる北海道在来のオギまたはススキと生産

性の高い本州以南のススキまたはオギとの交雑に

より，越冬性が向上し生産性にも優れる雑種系統

を育成できると考えられる．農研機構北海道農業

研究センターでは，ジーンバンク事業により北海

道と本州日本海側および近畿，中国，四国地方に

おいてオギ遺伝資源の探索収集を実施し，これま

でに 280 点を栄養体として保存するとともに，三

倍体雑種育成の育種素材として活用を進めている．

これまでに，バイオマス向けとして有望な三倍体

雑種系統を作出し（眞田ら 2016），2018 年から道

東において現地試験を開始した．

　紀伊半島は，南部は温暖多雨な太平洋岸型気候

に属し，北西部は比較的降水量の少ない瀬戸内式

気候で，内陸部の紀伊山地は寒暖差が大きく，多

様な生育環境が存在し植物相が豊富であるとされ

る．紀伊山地は，わが国で最も年間降水量が多く，

ここを源流として熊野川など水量が豊富な河川が

多く存在し，オギの生育に適した湿潤な環境の場

所が多いと予想される．これまでの探索収集にお

いて，近畿地方北部や中国，四国地方では大型の

オギが自生していたことから ( 眞田ら 2017b, 2018, 

2019)，紀伊半島のオギは北海道のオギより大型で

バイオマス生産性が高いことが予測される．本研

究では，三倍体雑種育成の育種素材を見出すため

に，紀伊半島地域においてオギ遺伝資源の探索収

集を実施するとともに，自生地の植生等の生育環

境についても調査を行った．

　

調査方法

　紀伊半島地域におけるオギの探索収集は，2019

年 11 月 11 ～ 14 日に実施した．和歌山と奈良県境

付近から探索を開始し，紀伊半島を海岸沿いに進

み，三重県中部までの主要な河川において探索収

集した．紀伊半島では，山下ら（2011）が一部で

オギの探索収集を行っており，その情報を参考に

今回は山下らの未探索地において収集を行った．

紀伊半島の環境省植生図（環境省 2020）ではオギ

の自生地が少なかったことから，Google Map のス

トリートビュー機能によって各地の河川の植生を

確認し，オギが自生するとみられる地点を特定し

てから探索を行った．事前の調査において，山間

地にはオギの生育に適した湿潤な河川敷が少ない

ことから，平野部を中心に探索した．収集予定地

周辺では，主に穂と草型を目安に目視により探索

した．Miscanthus 属植物の自生集団を発見した際に

は，地下茎と腋芽を有し，穂に芒が無いことにより，

オギであることを確認した．収集地点では，緯度・

経度および標高，草丈など形態的特性，群落の面

積，植生など周辺の生育環境などを記録した．緯

度・ 経 度 お よ び 標 高 は，GPS 受 信 機（Garmin 社

GPSMAP62SJ）により計測した．標高は，国土地

理院地図（http://maps.gsi.go.jp）に基づいて探索終

了後に補正した．収集は，各自生地において数本

の地下茎を含む栄養体を堀上げることにより行っ

た．出穂していたものについては，一地点当たり 3

本以上の穂を採取した．遺伝資源の系統名は，収

集地点の河川名を付与した．

調査結果

　紀伊半島において収集したオギ遺伝資源を表に

示し，それらの収集地点を図 1 に示した．

 　1 日目（2019 年 11 月 11 日）は，関西空港に到

着後に和歌山県に入り紀の川を上流に向かって移

動し，河口から約 50 km 上流の奈良県五條市の吉

野川河川敷において，小規模な集団を見出し収集

した（No. W1，写真 1）．この場所には洪水の痕跡

があり，穂の一部が折損し消失していた．この地

点から約 15 km 下流の和歌山県橋本市の紀の川河

川敷において，草丈約 150 cm のオギを収集した（No. 

W2，写真 2A および 2B）．この地点のオギは，穂

が少なく 1 m2 当たり 1 本以下であった．紀の川を

下流部に向かって移動すると，和歌山市内の河口

に近い河道内の中洲に大規模な群落が各所で見ら

れた．
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Photo 1. Miscanthus sacchariflorus collected in Gojo city, 
Nara (Col. No. W1, Yoshinogawa [Nara], altitude 96 m).
写真 1．奈良県五條市で収集したオギ（収集番号 W1，吉野
川（奈良），標高 96 m）．

　2 日目（2019 年 11 月 12 日）は，和歌山市から出

発し有田川町の有田川河畔で小規模な集団を見出

し収集した（No. W3，写真 3）．この集団の草丈は

約 130 cm と低く，出穂が見られなかったことから，

河川管理により一度刈取られたと推察された．次

に，南に移動し御坊市の日高川河畔において，株状

のオギを見出し収集した（No. W4，写真 4）．この

地点は，河道の水際で 1 個体と推察され，付近にオ

ギ群落は見られなかった．さらに南に移動し，みな

 
 

Fig.Ê1.ÊCollectionÊsitesÊofÊMiscanthusÊsacchariflorusÊinÊtheÊKiiÊPeninsula. 

●: Collection sites and collection number in the Kii Peninsula. 

図1．紀伊半島におけるオギの収集地点． 

●: 紀伊半島おける収集地点と収集番号． 

Fig. 1. Collection sites of Miscanthus sacchariflorus in the Kii Peninsula. 
　　   ● : Collection sites and collection number in the Kii Peninsula.
図 1．紀伊半島におけるオギの収集地点．
          ●：紀伊半島における収集地点と収集番号．

2A

2B
Photo 2A and 2B. Miscanthus sacchariflorus collected in 
Hashimoto city, Wakayama (Col. No. W2, Kinokawa, altitude 
64 m, 2A) and its rhizome (2B).
写真 2A および 2B．和歌山県橋本市で収集したオギ（収集番
号 W2，紀の川，標高 64 m，2A）とその地下茎（2B）．
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べ町の南部川河川敷において草丈約 300 cm の大型

のオギを見出し収集した（No. W5，写真 5）．この

地点の周辺では，河道付近にオギの自生が見られ

た．上富田町に移動し，富田川の河口から約 15 km

上流付近の河畔において，株状のオギを収集した

（No. W6，写真 6A および 6B）．この地点では，付

近に大規模な自生は見られず，株状の個体が数カ

所に点在していた．白浜町の日置川と潮岬付近の

古座川において河口から 10 km 付近までを探索し，

ススキの自生は見られたがオギの自生は見出せな

かった．那智勝浦町の那智川においても，河口か

ら 5 km 付近までを探索したが，オギの自生は見ら

れなかった．

　3 日目（2019 年 11 月 14 日）は，新宮市の熊野

川河口付近から探索を開始し，35 km 上流付近まで

を探索したが，オギの自生は見られなかった．さ

らに，和歌山，奈良，三重県境付近の熊野川支流

北山川を探索したが，ススキの自生は見られたも

のの，オギの自生は見られなかった．熊野川付近

では，広大な河原が各地に見られたが，石礫が主

体であり植物の自生は少なかった．熊野灘に面し

た海岸付近に移動し，三重県熊野市中心部の休耕

田において，オギの自生が数カ所で見られた．海

岸沿いに北東部に移動し，尾鷲市周辺，紀北町相

Photo 3. Miscanthus sacchariflorus collected in Aridagawa 
town, Wakayama (Col. No. W3, Aridagawa, altitude 23 m).
写真 3．和歌山県有田川町で収集したオギ（収集番号 W3，
有田川，標高 23 m）．

Photo 4. Miscanthus sacchariflorus collected in Gobo city, 
Wakayama (Col. No. W4, Hidakagawa, altitude 3 m).
写真 4．和歌山県御坊市で収集したオギ（収集番号 W4，日
高川，標高 3 m）．

Photo 5. Miscanthus sacchariflorus collected in Minabe town, 
Wakayama (Col. No. W5, Minabegawa, altitude 9 m).
写真 5．和歌山県みなべ町で収集したオギ（収集番号 W5，
南部川，標高 9 m）．

6A

6B
Photo 6A and 6B. Miscanthus sacchariflorus collected in 
Kamitonda town, Wakayama (Col. No. W6, Tondagawa, 
altitude 37 m, 6A) and its plant body (6B).
写真 6A および 6B．和歌山県上富田町で収集したオギ（収集
番号 W6，富田川，標高 37 m，6A）とその植物体（6B）．
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賀の銚子川と同町船津の住古川，同町紀伊長島の

赤羽川を探索したが，ススキのみ自生が見られオ

ギは見出せなかった．約 50 km 北上し渡会町の宮

川下流の河道付近において，ススキと混生する小

規模なオギの集団を見出し収集した（No. W7，写

真 7）．松阪市早馬瀬町の櫛田川河川敷に大規模な

オギの群落が見られ収集した（No. W8，写真 8）．

この付近では，河川敷内の各所でオギの自生が見

られた．松阪市嬉野中川の雲出川支流中村川河道

付近において，オギの自生が広く見られ収集した

（No. W9，写真 9）．この地点は，クズが優占しオギ

と混生していた．西へ移動し，布引山地を越えて

伊賀盆地に入り，伊賀市の木津川上流の河道内に

おいてオギを見出し収集した（No. W10，写真 10）．

この地点は標高 183 m で，今回の探索収集で最も

標高が高かった．

　紀伊半島での探索収集において，和歌山県で 5 点，

奈良県で 1 点，三重県で 1 点の合計 10 点を収集し

た．和歌山県の紀の川では，中流から下流まで自

生が見られ，下流部では大規模なオギの群落が見

られた．和歌山市以南からみなべ町付近の河川で

は，小規模な群落が見られたが，紀伊半島南部の

白浜町から潮岬，新宮市の熊野川，三重県尾鷲市

および紀北町付近までは，熊野市市街地周辺を除

いて，オギの自生は見られなかった．三重県松阪

市など伊勢平野の南部では，河川敷に大規模なオ

ギの群落が見られた．さらに山間地の伊賀市付近

でも自生が見られた．

考察

　環境省植生図（環境省 2020）では，紀の川と有

田川においてオギの植生が記録されており，両河

川において収集することができた．一方，和歌山

県南部から三重県南部の地域では，オギの自生は

オギ

ススキ

Photo 7. Miscanthus sacchariflorus collected in Watarai town, 
Mie (Col. No. W7, Miyagawa, altitude 7 m).
写真 7．三重県度会町で収集したオギ（収集番号 W7，宮川，
標高 7 m）．

Photo 8. Miscanthus sacchariflorus collected in Matsuzaka 
city, Mie (Col. No. W8, Kushidagawa, altitude 11 m).
写真 8．三重県松阪市で収集したオギ（収集番号 W8，櫛田川，
標高 11 m）．

Photo 10. Miscanthus sacchariflorus collected in Iga city, Mie 
(Col. No. W10, Kidugawa [Mie], altitude 183 m).
写真 10．三重県伊賀市で収集したオギ（収集番号 W10，木
津川（三重），標高 183 m）．

Photo 9. Miscanthus sacchariflorus collected in Matsuzaka 
city, Mie (Col. No. W9, Nakamuragawa, altitude 8 m).
写真 9．三重県松阪市で収集したオギ（収集番号 W9，中村川，
標高 8 m）．
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ほとんど見られなかった．農研機構日本土壌イン

ベントリー（農研機構 2020）の土壌図によると，

オギの自生が見られた紀の川，有田川，日高川お

よび富田川の収集地点付近の土壌は灰色低地土ま

たは未熟低地土で，オギの自生が見られなかった

紀伊半島南部から東部では風化変質赤黄色土が分

布していた．また，三重県における櫛田川など自

生地付近の土壌は，褐色低地土や未熟低地土であっ

た．低地土など沖積土壌は，河川の氾濫により有

機物など養分が堆積し肥沃であり，これに対して

風化変質赤黄色土は有機物が少ないとされる．オ

ギは，肥沃な沖積土壌が生育に適しており，有機

物の少ない酸性の風化変質赤黄色土は生育に適さ

ないと考えられる．一方ススキは，酸性土壌が生

育に適していることから（堀江・根本 1990），新規

雑種系統の作出において通常はオギを種子親とす

るが，ススキを種子親にすることにより酸性土壌

適応性が向上する可能性がある．

　和歌山県の日高川（No. W4）と富田川（No. W6）

で収集したオギは，オギの特徴である茎の 1 本立ち

ではなく，ススキのように株状であった．日本国

内では，近年の調査により宮崎県串間市（Nishiwaki 

et al. 2011）， 鹿 児 島 県 錦 江 町 麓 川（Tamura et al. 

2016） お よ び 熊 本 県 菊 池 川 流 域（Uwatoko et al. 

2016）において，自然交雑によるオギとススキの

三倍体雑種が発見されている．南九州では，オギ

とススキの出穂と開花が同調する場合があり，自

然交雑が起こりやすいと推察されている（Nishiwaki 

et al. 2011）．温暖な紀伊半島においても，オギとス

スキの出穂が同調する可能性があり，自然交雑に

よる三倍体雑種が存在することも考えられる．今

回収集した遺伝資源は，草型だけでは雑種の判別

はできないため，倍数性の調査を行う予定である．

　海外では，ドイツなどで三倍体雑種品種が育成さ

れ，アメリカでは「Freedom」（USPTO Plant Patent 

23489） や「Nagara」(USPTO Plant Patent 22033P2）

など数品種が品種登録されている．「Nagara」は，

ドイツにおいて岐阜県長良川由来のオギを種子親

および来歴不明のススキ 15 系統を花粉親として育

成され，冬季の最低気温が -25.3 oC であったアメ

リカ・イリノイ州アーバナにおいて，既存のジャ

イアントミスカンサス (「Illinois」に相当 ) より優

れた越冬性と収量性を示した（Dong et al. 2019）．

イリノイ州アーバナにおける移植年の越冬におけ

る生存率は，「Illinois」は 71 ％であったのに対し

て，「Nagara」は 100 ％であった．イリノイ州アー

バナは，年間最低気温が -26.1 から -23.3℃の USDA 

plant hardiness zone 5b に属しており，北海道では

十勝地方内陸部から大雪山周辺が zone 5b に属し

（PlantMaps 2020），わが国ではもっとも冬季に低温

となる地域に相当する．「Nagara」は岐阜県由来の

オギが種子親となっていることから，本州由来の

オギを母材として，北海道や本州の高標高地にお

いて十分な越冬性とバイオマス生産性を示す三倍

体雑種を育成できる可能性がある．北海道東部の

根室市のおける現地試験では，移植年の越冬にお

ける生存率は「Illinois」が 25 ％であったのに対して，

北海道由来のオギと本州のススキを交雑した三倍

体雑種系統は 100％であった（北農研，未公表デー

タ）．既存のジャイアントミスカンサスは，スウェー

デンとデンマークにおける移植翌年の生存率が 0 

％に近く，ほとんどが越冬できずに枯死している

（Clifton-Brown et al. 2001）．したがって，道東など

冬季の気象条件が非常に厳しい地域を普及対象と

する場合は北海道のオギを母材とし，道央以南な

ど冬季の気象条件が厳しくない地域を普及対象と

する場合は本州のオギを母材とするなど，普及対

象地域を考慮して交配組合せを決定することが重

要である．

　オギの東アジア遺伝資源は，SNP を用いた解析

により遺伝的多様性と地理的分布の異なる 6 遺伝

的グループに分類され，遺伝的多様性はススキよ

り大きいことが明らかとなっている（Clark et al. 

2019）．Clark ら（2019）は，三倍体雑種の育成に

おいてはこれまでススキの評価が中心であったが，

これからは遺伝的多様性の大きいオギの選抜を重

視すべきであると述べている．したがって，環境

耐性に優れバイオマス生産性の高い三倍体雑種を

育成するためには，わが国に広く存在するオギ遺

伝資源の収集と特性評価を今後も進める必要があ

ると考えられる．
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　JP　
番号

収集番号 系統名 収集日 採取組織 県名 収集地点 緯度   
（北緯）

経度  
（東経）

標高 
(m)

収集地帯
の地形

収集地点
の地形

生育  
環境

植生 土壌 
  の
状況

草丈 
(cm)

　生育　
ステージ

群落の
大きさ 

(m2)

特徴 1) 備考

271768 NARCH-
OGI-W1

吉野川
（奈良）

2019/  
11/11

栄養体　
および穂

奈良 奈良県五條市　
五條

34.3487 135.8957 96 平坦地 平坦地 吉野川
河畔

オギ，ススキ，　
アワダチソウ

湿潤 180 出穂 100 太茎 穂が折損，砂壌土

271769 NARCH-
OGI-W2

紀の川 2019/  
11/11

栄養体　
および穂

和歌山 和歌山県橋本市
高野口町向島

34.2959 135.5555 64 平坦地 平坦地 紀ノ川
河川敷

ク ズ， ヨ シ，　　
ヨモギ

湿潤 150 出穂 20 太茎 穂 が 少 な い， 砂 壌
土

271770 NARCH-
OGI-W3

有田川 2019/  
11/12

栄養体 和歌山 和歌山県有田郡
有田川町大字庄

34.0724 135.2347 23 平坦地 平坦地 有田川
河畔

クズ，ススキ，　
アワダチソウ

湿潤 130 出穂 10 やや
太茎

出 穂 少 な い， ス ス
キと混生

271771 NARCH-
OGI-W4

日高川 2019/  
11/12

栄養体　
および穂

和歌山 和歌山県御坊市
藤田町藤井

33.9071 135.1793 3 平坦地 平坦地 日高川
河畔

ヨ シ，　　　　　
ツル性植物，　　
ススキ，灌木

湿潤 200 未出穂 1 太茎 河道付近，株状の 1
個体

271772 NARCH-
OGI-W5

南部川 2019/  
11/12

栄養体　
および穂

和歌山 和歌山県日高郡
みなべ町谷口

33.7890 135.3253 9 平坦地 平坦地 南部川
河川敷

ヨ シ， ク ズ，　　
オギ，ヨモギ

湿潤 300 出穂 10 太茎 背 丈 高 い 大 型， 付
近の河道内に広範
囲に自生あり

271773 NARCH-
OGI-W6

富田川 2019/  
11/12

栄養体　
および穂

和歌山 和歌山県　　　
西牟婁郡　　　
上富田町市ノ瀬

33.7180 135.4773 37 山間地 平坦地 富田川
河川敷

ヨ シ，　　　　　
アワダチソウ

湿潤 280 出穂 2 太茎 背 丈 高 い 大 型， 株
状 の 個 体， ヨ シ 優
占，砂壌土

271774 NARCH-
OGI-W7

宮川 2019/  
11/13

栄養体　
および穂

三重 三重県度会郡　
度会町大野木

34.4306 136.6299 11 平坦地 平坦地 宮川 
河畔

アワダチソウ，　
灌木，ススキ

湿潤 180 出穂 2 やや
太茎

茎 数 本 の 個 体， 対
岸に群落あり

271775 NARCH-
OGI-W8

櫛田川 2019  
/11/13

栄養体　
および穂

三重 三重県松阪市　
早馬瀬町

34.5422 136.5846 11 平坦地 平坦地 櫛田川
河川敷

オ ギ， ク ズ，　　
アワダチソウ，　
ジョンソングラス

湿潤 230 出穂 500 太茎 付近に大群落が広
がる

271776 NARCH-
OGI-W9

中村川 2019/  
11/13

栄養体　
および穂

三重 三重県松阪市　
嬉野宮古町

34.6369 136.4700 8 平坦地 平坦地 中村川
河畔

クズ，ツル性植物，
センダングサ，　
アワダチソウ

湿潤 250 出穂 100 太茎 河道沿いの群落が
点在

271777 NARCH-
OGI-W10

木津川
（三重）

2019/  
11/13

栄養体　
および穂

三重 三重県伊賀市　
阿保

34.6672 136.1718 183 丘陵地 平坦地 木津川
河畔

オ ギ， ヨ シ，　　
アワダチソウ

湿潤 250 出穂 300 太茎 河道沿いの群落が
各 所 に あ り， オ ギ
優占

Table 1. Miscanthus sacchariflorus collected in the Kii Peninsula
表 1. 紀伊半島におけるオギの収集リスト 

1) 自生地での観察において，茎の直系が 1 cm 前後を太茎，5 mm 前後を細茎とした．




